
発達障害のある子どもへの支援

学校では発達障害とは

ひとりで悩まないで！周囲の関わり方の大切さ

高等学校等への進学や就職を支援するポイント

自己肯定感が高まり、集団の中で、

本来の良さが発揮される

自己肯定感が下がり、望ましくない

社会行動が生じやすくなる

政府広報オンライン

特集「発達障害って、なんだろう？」から

※高等支援学校や特別支援学校高等部知的障害部門に入学する基準は、「知的障害があること」が前提となります。

　高等学校等において必要な支援を受けながら学んでいくことになります。

お住まいの市町村教育委員会や児童相談所・発達障害者支援センター等でも

相談に応じています。

●できることとできない

　ことの差が大きい

●人と違った感じ方、

　考え方をする

本人の特性
気持ちを分かってもらい、ほめてもらい、支えてもらうと...

子どもへの支援で一番大切なことは、子どもに関わる周囲の人が、

つながってみんなで支え合うことです。

まずは、一人で悩まず、気軽に御相談ください。

岡山県総合教育センター

土・日・祝日・振替休日はお休みです

原則、毎月第４水曜日／16:00～18:00

※相談内容によってはお受けできない場合があります

気持ちが伝わらず、いつも叱られ、孤立すると...

めあての提示や

ICT機器の活用など

学習の流れの提示や

席の位置など
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※自閉症・広汎性発達障害、アスペルガー症候群等は、「自閉症スペクトラム」と呼ばれることもあります。

● 言葉の発達の遅れ

● コミュニケーションの障害

● 対人関係・社会性の障害

● パターン化した行動、こだわり

● 基本的に、言葉の発達の遅れはない

● コミュニケーションの障害

● 対人関係・社会性の障害

● パターン化した行動、興味・関心のかたより

● 不器用（言語発達に比べて）

● 不注意（集中できない）

● 多動・多弁（じっとしていられない）

● 衝動的に行動する（考えるよりも先に動く）

● 「読む」、「書く」、「計算する」等の能力が、

　 全体的な知的発達に比べて極端に苦手

自 閉 症

⬅
それぞれの障害の特性

広汎性発達障害

注意欠陥多動性障害　AD/HD

学習障害　LDアスペルガー症候群

知的な遅れ
を伴うことも
あります

知的な遅れ
を伴うことも
あります

クラスの子ども全員が「わかる・できる」授業づくりと互いを認め合う集

団づくりを行った上で、特別な支援を必要とする子の個別の指導・支援

に取り組んでいます。

集団への支援 個別の支援

自立し、働くことへの前向きな姿勢を育む

障害の特性や、自分の強み・弱みに関する自己理解を導く

進学・就職先へ支援情報を引継ぐ（個別の教育支援計画等の活用）

「うちの子は発達障害なの？」

「発達障害にどう対応したらいいか分からない」

●障害や発達に関すること

●障害のあるお子さんの学習面や学校生活に

　関すること　

●障害のあるお子さんの家庭生活に関すること など

医師による教育相談 【要予約】

面接相談 【要予約】

電話相談 （随時）

月・水・木・金曜日／9:00～19:00

             火曜日／13:00～19:00

月・水・木・金曜日／9:00～17:00

             火曜日／13:00～17:00

☎（０８６６）５６－９１１７

上記電話で相談予約


